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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】抗凝血性が向上する透析器を提供する。
【解決手段】エンドキャップ４はシェル１の両端に接続 
され、中空繊維束２はシェル内に設置され、シェルと中 
空繊維束を接続するために、シーラント３はシェルの両 
端に充填する。シールリング５の上端はエンドキャップ 
に当接し、下端はシェル及び／またはシーラントに当接 
し、エンドキャップに面するシーラント外周面の上端エ 
ッジには外径を小さくして形成された段差面３１があり 
、中空繊維束は段差面の内側に位置し、シールリングの 
内周面は段差面に当接されている。シールリングと中空 
繊維束が干渉して穴が塞がれることを防ぐことができ、 
シールリングと中空繊維束との干渉を避けるための領域 
を確保する必要がなく、流動のデッドゾーンも形成され 
ないので、凝血リスクが低減し、透析器の抗凝血性が向 
上する。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全10頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ェ ル （ １ ） と 、 前 記 シ ェ ル （ １ ） の 両 端 に 接 続 さ れ た エ ン ド キ ャ ッ プ （ ４ ） と 、 前 記  
シ ェ ル （ １ ） 内 に 設 置 さ れ た 中 空 繊 維 束 （ ２ ） と シ ー ラ ン ト （ ３ ） を 含 む 透 析 器 で あ っ て  
、 さ ら に 、 シ ー ル リ ン グ （ ５ ） も 含 み 、 前 記 シ ー ル リ ン グ （ ５ ） の 上 端 は 前 記 エ ン ド キ ャ  
ッ プ （ ４ ） に 当 接 し 、 下 端 は 前 記 シ ェ ル （ １ ） 及 び ／ ま た は 前 記 シ ー ラ ン ト （ ３ ） に 当 接  
し 、 且 つ 、 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ４ ） に 面 す る 前 記 シ ー ラ ン ト （ ３ ） の 頂 面 に は 凸 台 が あ  
り 、 前 記 凸 台 の 外 周 面 に は 段 差 面 （ ３ １ ） が 形 成 さ れ 、 前 記 中 空 繊 維 束 （ ２ ） は 前 記 段 差  
面 （ ３ １ ） の 内 側 に 位 置 し 、 前 記 シ ー ル リ ン グ （ ５ ） の 内 周 面 は 前 記 段 差 面 （ ３ １ ） に 当  
接 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 透 析 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 段 差 面 （ ３ １ ） の 高 さ の 範 囲 は １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に  
記 載 の 透 析 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 段 差 面 （ ３ １ ） の 下 端 は 前 記 シ ェ ル （ １ ） の 端 面 と 面 一 と な っ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 透 析 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 シ ー ル リ ン グ （ ５ ） に 面 す る 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ４ ） の 内 端 面 に は 一 回 り の 突 起  
（ ４ １ ） が 設 け ら れ 、 前 記 シ ー ル リ ン グ （ ５ ） の 一 端 に は 、 前 記 突 起 （ ４ １ ） と 嵌 合 す る  
溝 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 透 析 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 シ ー ル リ ン グ （ ５ ） に 面 す る 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ４ ） の 内 端 面 に は 収 容 溝 （ ４ ２  
） が 設 け ら れ 、 前 記 収 容 溝 （ ４ ２ ） の 溝 底 部 に は 前 記 突 起 （ ４ １ ） が 設 け ら れ て 、 前 記 シ  
ー ル リ ン グ （ ５ ） は 、 前 記 収 容 溝 （ ４ ２ ） 内 に 配 置 さ れ 、 且 つ 内 周 面 と 外 周 面 は そ れ ぞ れ  
前 記 収 容 溝 （ ４ ２ ） の ２ つ の 側 壁 に 当 接 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 透 析  
器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ４ ） の 内 周 面 は 、 前 記 収 容 溝 （ ４ ２ ） の 外 側 側 壁 を 形 成 す る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 透 析 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ４ ） に よ っ て 形 成 さ れ る 内 部 キ ャ ビ テ ィ の 高 さ は 、 中 央 か ら エ ッ  
ジ に 向 か っ て 徐 々 に 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 透 析 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 内 部 キ ャ ビ テ ィ の 中 央 の 高 さ の 範 囲 は ４ ～ ８ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７  
に 記 載 の 透 析 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ （ ４ ） は 前 記 シ ェ ル （ １ ） に ね じ 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 透 析 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 透 析 器 の シ ェ ル （ １ ） に 接 続 さ れ て 、 シ ー  
ラ ン ト （ ３ ） を 封 止 す る た め に 使 用 さ れ る 封 止 キ ャ ッ プ で あ っ て 、 前 記 封 止 キ ャ ッ プ の 頂  
部 （ ７ １ ） の 内 径 は 前 記 封 止 キ ャ ッ プ の 底 部 （ ７ ２ ） 内 径 よ り 小 さ く 、 封 止 段 差 面 （ ７ ３  
） が 形 成 さ れ 、 前 記 封 止 段 差 面 （ ７ ３ ） は 前 記 シ ェ ル （ １ ） の 端 面 に 当 接 し 、 前 記 中 空 繊  
維 束 （ ２ ） の 端 部 は 前 記 封 止 キ ャ ッ プ の 頂 部 （ ７ １ ） に 位 置 制 限 さ れ て 、 こ こ で 、 封 止 キ  
ャ ッ プ の 頂 部 （ ７ １ ） は シ ェ ル （ １ ） の 端 面 よ り 上 に 位 置 し 、 封 止 キ ャ ッ プ の 底 部 （ ７ ２  
） は シ ェ ル （ １ ） の 端 面 よ り 下 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 封 止 キ ャ ッ プ （ ７ ） 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 医 療 機 器 の 技 術 分 野 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 透 析 器 及 び 封 止 キ ャ ッ プ に 関  
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す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 血 液 浄 化 は 透 析 と も 呼 ば れ 、 患 者 の 血 液 を 体 外 に 取 り 出 し 、 浄 化 装 置 に 通 し て 特 定 の 病  
気 の 原 因 物 質 を 除 去 し 、 血 液 を 浄 化 し て 病 気 を 治 療 す る こ と を 指 す 。 血 液 浄 化 に は 、 血 液  
透 析 、 血 液 濾 過 、 血 液 灌 流 、 血 漿 交 換 、 免 疫 吸 着 な ど が 含 ま れ る 。 そ の 中 で も 慢 性 腎 不 全  
を 治 療 す る 方 法 の 一 つ に 血 液 透 析 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 血 液 透 析 は 、 半 透 膜 の 原 理 を 利 用 し て 、 拡 散 と 対 流 に よ っ て さ ま ざ ま な 有 害 で 余 分 な 代  
謝 老 廃 物 や 過 剰 な 電 解 質 を 体 か ら 除 去 し 、 そ れ に よ っ て 、 血 液 を 浄 化 し 、 水 分 、 電 解 質 及  
び 酸 塩 基 バ ラ ン ス を 補 正 す る 目 的 を 達 成 す る 。 血 液 透 析 器 は 、 透 析 器 と 呼 ば れ 、 血 液 と 透  
析 液 の 間 の 溶 質 交 換 の た め の パ イ プ 及 び 容 器 で あ り 、 血 液 透 析 の 重 要 な 部 分 で あ る 。 透 析  
器 の 芯 は 無 数 の 小 さ な 穴 が 分 布 し た 中 空 繊 維 で あ る 。 透 析 プ ロ セ ス で は 、 血 液 は 中 空 繊 維  
の 内 部 を 流 れ 、 透 析 液 は 中 空 繊 維 の 外 部 を 逆 方 向 に 流 れ て 、 血 液 透 析 液 中 の 一 部 の 小 分 子  
溶 質 と 水 分 は 、 中 空 繊 維 の 小 さ な 穴 を 通 じ て 交 換 さ れ 、 交 換 の 最 終 結 果 は 、 血 液 中 の 尿 毒  
症 毒 素 と 一 部 の 電 解 質 及 び 過 剰 な 水 分 が 透 析 液 に 入 っ て 除 去 さ れ 、 透 析 液 中 の 一 部 の 重 炭  
酸 塩 及 び 電 解 質 が 血 液 に 入 る 。 し た が っ て 、 毒 素 、 水 分 を 除 去 し 、 酸 塩 基 バ ラ ン ス を 維 持  
し 、 内 部 環 境 を 安 定 さ せ る と い う 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 透 析 器 は 、 中 空 繊 維 束 、 シ ェ ル 、 シ ー ル 層 、 エ ン ド キ ャ ッ プ 及 び シ ー ル リ ン グ を  
含 む 。 中 空 繊 維 を 一 つ に 束 ね て 透 明 な 円 筒 形 の シ ェ ル に 入 れ 、 両 面 を 無 毒 の 医 療 用 ポ リ ウ  
レ タ ン 接 着 剤 で シ ー ル し て シ ェ ル に 固 定 し 、 中 空 繊 維 は シ ー ル 層 の 外 側 に 開 口 し 、 外 端 を  
ド ー ム 状 の キ ャ ッ プ で ね じ 止 め し て 血 液 室 を 形 成 し 、 キ ャ ッ プ 頂 部 の 開 口 部 は 、 血 液 回 路  
チ ュ ー ブ を 接 続 す る た め に 使 用 さ れ る 。 透 析 器 に は 、 血 液 室 を 外 部 環 境 か ら 隔 離 す る た め  
に 、 エ ン ド キ ャ ッ プ と シ ー ラ ン ト の 間 に シ ー ル リ ン グ が 圧 着 さ れ て い る 。 治 療 時 、 ま ず 生  
理 食 塩 水 を 事 前 に 充 填 す る こ と で 体 外 循 環 全 体 が 液 体 で 満 た さ れ 、 次 に 患 者 の 体 か ら 血 液  
が 採 取 さ れ て 体 外 循 環 が 構 築 さ れ 、 血 液 は エ ン ド キ ャ ッ プ の ル ア ー イ ン タ ー フ ェ イ ス を 通  
っ て エ ン ド キ ャ ッ プ キ ャ ビ テ ィ に 入 り 、 さ ら に 、 こ れ に よ っ て 分 配 さ れ て 繊 維 束 入 り 、 そ  
の 後 、 他 端 の エ ン ド キ ャ ッ プ キ ャ ビ テ ィ に 合 流 し て 、 パ イ プ ラ イ ン を 通 っ て 患 者 体 内 に 戻  
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 シ ー ル リ ン グ ０ １ は そ の ほ と ん ど が 断 面 円 形 の 構 造 を 採 用 し て お り  
、 そ れ に 合 わ せ て 、 そ れ と 嵌 合 す る た め に 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ０ ２ に は 環 状 の 溝 が あ り 、 そ  
の 中 に シ ー ル リ ン グ ０ １ を 固 定 し 、 シ ー ル リ ン グ ０ １ の 一 端 は 溝 に 接 触 し 、 他 端 は シ ー ラ  
ン ト ０ ３ に 接 触 し て シ ー ル を 実 現 す る 。 上 記 の 構 造 に よ り 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ０ ２ 、 シ ー ラ  
ン ト ０ ３ 、 シ ー ル リ ン グ ０ １ が 交 差 し 合 流 す る 位 置 に 環 状 の 細 い ス リ ッ ト ０ ４ が 形 成 さ れ  
て 、 こ の ス リ ッ ト ０ ４ に 血 液 が 流 入 す る と 、 再 び 流 出 す る こ と が 難 し く 、 ス リ ッ ト ０ ４ の  
血 液 流 量 は 非 常 に 少 な く な る が 、 血 流 量 が 少 な い と 、 凝 血 の 可 能 性 が 非 常 に 高 く な る 。 ま  
た 、 シ ー ル リ ン グ と 中 空 繊 維 束 が 干 渉 し て 穴 を 塞 ぐ こ と を 避 け る た め に 、 シ ー ル リ ン グ の  
圧 着 位 置 は 繊 維 穴 の 領 域 か ら 離 れ て 、 繊 維 穴 の な い 一 部 の シ ー ラ ン ト 面 に 流 動 の デ ッ ド ゾ  
ー ン が 形 成 さ れ て 、 凝 血 が 発 生 し や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 要 約 す る と 、 透 析 器 の エ ン ド キ ャ ッ プ シ ー ル リ ン グ 位 置 で 血 液 凝 血 が 発 生 し や す い と い  
う 問 題 を ど の よ う に 効 果 的 に 解 決 す る か は 、 現 在 、 当 業 者 が 解 決 す る 必 要 が あ る 問 題 で あ  
る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に 鑑 み 、 本 考 案 の 目 的 は 、 透 析 器 及 び 封 止 キ ャ ッ プ を 提 供 す る こ と で あ り 、 当 該 透  
析 器 及 び 封 止 キ ャ ッ プ の 構 造 設 計 は 、 透 析 器 の エ ン ド キ ャ ッ プ シ ー ル リ ン グ 位 置 で 凝 血 が  
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発 生 し や す い と い う 問 題 を 効 果 的 に 解 決 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 以 下 の 技 術 的 解 決 策 を 提 供 す る 。
　 透 析 器 で あ っ て 、 シ ェ ル と 、 上 記 シ ェ ル の 両 端 に 接 続 さ れ た エ ン ド キ ャ ッ プ と 、 上 記 シ  
ェ ル 内 に 設 置 さ れ た 中 空 繊 維 束 と シ ー ラ ン ト を 含 み 、 さ ら に 、 シ ー ル リ ン グ も 含 み 、 上 記  
シ ー ル リ ン グ の 上 端 は 上 記 エ ン ド キ ャ ッ プ に 当 接 し 、 下 端 は 上 記 シ ェ ル 及 び ／ ま た は 上 記  
シ ー ラ ン ト に 当 接 し 、 且 つ 、 上 記 エ ン ド キ ャ ッ プ に 面 す る 上 記 シ ー ラ ン ト の 頂 面 に は 凸 台  
が あ り 、 上 記 凸 台 の 外 周 面 に は 段 差 面 が 形 成 さ れ 、 上 記 中 空 繊 維 束 は 上 記 段 差 面 の 内 側 に  
位 置 し 、 上 記 シ ー ル リ ン グ の 内 周 面 は 上 記 段 差 面 に 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 段 差 面 の 高 さ の 範 囲 は １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 段 差 面 の 下 端 は 上 記 シ ェ ル の 端 面 と 面 一 と な っ て い る  
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 シ ー ル リ ン グ に 面 す る 上 記 エ ン ド キ ャ ッ プ の 内 端 面 に  
は 一 回 り の 突 起 が 設 け ら れ 、 上 記 シ ー ル リ ン グ の 一 端 に は 、 上 記 突 起 と 嵌 合 す る 溝 を 有 す  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 シ ー ル リ ン グ に 面 す る 上 記 エ ン ド キ ャ ッ プ の 内 端 面 に  
は 収 容 溝 が 設 け ら れ 、 上 記 収 容 溝 の 溝 底 部 に は 上 記 突 起 が 設 け ら れ て 、 上 記 シ ー ル リ ン グ  
は 、 上 記 収 容 溝 内 に 配 置 さ れ 、 且 つ 内 周 面 と 外 周 面 は そ れ ぞ れ 上 記 収 容 溝 の ２ つ の 側 壁 に  
当 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 エ ン ド キ ャ ッ プ の 内 周 面 は 、 上 記 収 容 溝 の 外 側 側 壁 を  
形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 エ ン ド キ ャ ッ プ に よ っ て 形 成 さ れ る 内 部 キ ャ ビ テ ィ の  
高 さ は 、 中 央 か ら エ ッ ジ に 向 か っ て 徐 々 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 内 部 キ ャ ビ テ ィ の 中 央 の 高 さ の 範 囲 は ４ ～ ８ ｍ ｍ で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 透 析 器 に お い て 、 上 記 エ ン ド キ ャ ッ プ は 上 記 シ ェ ル に ね じ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 考 案 に よ っ て 提 供 さ れ る 透 析 器 は 、 シ ェ ル 、 中 空 繊 維 束 、 シ ー ラ ン ト 、 エ ン ド キ ャ ッ  
プ 及 び シ ー リ ン グ を 含 む 。 こ こ で 、 エ ン ド キ ャ ッ プ は シ ェ ル の 両 端 に 接 続 さ れ 、 中 空 繊 維  
束 は シ ェ ル 内 に 設 置 さ れ 、 シ ェ ル と 中 空 繊 維 束 を 接 続 す る た め に 、 シ ー ラ ン ト は シ ェ ル の  
両 端 に 充 填 す る 。 シ ー ル リ ン グ の 上 端 は エ ン ド キ ャ ッ プ に 当 接 し 、 下 端 は シ ェ ル 及 び ／ ま  
た は シ ー ラ ン ト に 当 接 し 、 且 つ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ に 面 す る シ ー ラ ン ト の 頂 面 に は 凸 台 が あ  
り 、 凸 台 の 外 周 面 に は 段 差 面 が 形 成 さ れ 、 中 空 繊 維 束 は 段 差 面 の 内 側 に 位 置 し 、 シ ー ル リ  
ン グ の 内 周 面 は 段 差 面 に 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 に よ っ て 提 供 さ れ る 透 析 器 は 、 シ ー ラ ン ト の 外 周 面 を 段 差 面 に し 、 中 空 繊 維 束 を  
段 差 面 の 内 側 に 配 置 し 、 シ ー ル リ ン グ の 内 周 面 を 段 差 面 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 シ ー ル  
リ ン グ と 中 空 繊 維 束 が 干 渉 し て 穴 が 塞 が れ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る た め 、 シ ー ル リ ン グ  
と 中 空 繊 維 束 と の 干 渉 を 避 け る た め の 領 域 を 確 保 す る 必 要 が な く 、 流 動 の デ ッ ド ゾ ー ン も  
形 成 さ れ な い の で 、 さ ら に 凝 血 リ ス ク が 低 減 し 、 透 析 器 の 抗 凝 血 性 が 向 上 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 一 つ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 シ ー ル リ ン グ に 面 す る エ ン ド キ ャ ッ プ の 内 端 面 に は 一 回  
り の 突 起 が 設 け ら れ 、 シ ー ル リ ン グ の 一 端 に は 突 起 と 嵌 合 す る 溝 を 有 す る 。 上 記 の 配 置 に  
よ り 、 ス リ ッ ト の 形 成 が 回 避 さ れ 、 シ ー ル リ ン グ の 内 周 面 、 エ ン ド キ ャ ッ プ の 内 側 の 頂 部  
及 び シ ー ラ ン ト が 嵌 合 し て 規 則 的 な 密 閉 キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し 、 そ し て 、 シ ー ラ ン ト の 段 差  
面 の 内 側 に は す べ て 繊 維 が 分 布 し て い る た め 、 流 動 の デ ッ ド キ ャ ビ テ ィ の 形 成 を 最 大 限 に  
減 少 さ せ 、 凝 血 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 以 下 の 技 術 的 解 決 策 を 提 供 す る 。
　 封 止 キ ャ ッ プ で あ っ て 、 上 記 い ず れ か の 透 析 器 の シ ェ ル に 接 続 し て シ ー ラ ン ト を 封 止 す  
る た め に 使 用 さ れ 、 上 記 封 止 キ ャ ッ プ の 頂 部 の 内 径 は 上 記 封 止 キ ャ ッ プ の 底 部 内 径 よ り 小  
さ く 、 封 止 段 差 面 が 形 成 さ れ 、 上 記 封 止 段 差 面 は 上 記 シ ェ ル の 端 面 に 当 接 し 、 上 記 中 空 繊  
維 束 の 端 部 は 上 記 封 止 キ ャ ッ プ の 頂 部 に 位 置 制 限 さ れ て 、 こ こ で 、 封 止 キ ャ ッ プ の 頂 部 は  
シ ェ ル の 端 面 よ り 上 に 位 置 し 、 封 止 キ ャ ッ プ の 底 部 は シ ェ ル の 端 面 よ り 下 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 考 案 に よ っ て 提 供 さ れ る 透 析 器 の 封 止 キ ャ ッ プ を 適 用 す る と 、 封 止 し 、 エ ン ド カ ッ ト  
後 に 形 成 さ れ シ ー ラ ン ト は 凸 台 を 有 し 、 凸 台 の 外 周 面 は 段 差 面 を 形 成 し 、 且 つ 中 空 繊 維 束  
は 段 差 面 の 内 側 に 位 置 し 、 シ ー ル リ ン グ を 装 着 し た 後 、 そ の 内 周 面 は 段 差 面 に 当 接 し て 、  
シ ー ル リ ン グ と 中 空 繊 維 束 が 干 渉 し て 穴 が 塞 が れ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る た め 、 シ ー ル  
リ ン グ と 中 空 繊 維 束 と の 干 渉 を 避 け る た め の 領 域 を 確 保 す る 必 要 が な く 、 流 動 の デ ッ ド ゾ  
ー ン も 形 成 さ れ ず 、 凝 血 リ ス ク も 低 減 し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 考 案 の 実 施 形 態 ま た は 従 来 技 術 の 技 術 的 解 決 策 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 実 施 形  
態 ま た は 従 来 技 術 の 説 明 に 必 要 な 図 面 を 以 下 に 簡 単 に 紹 介 す る 。 こ れ ら は 本 考 案 の 一 部 の  
実 施 形 態 に す ぎ ず 、 当 業 者 で あ れ ば 創 造 的 な 努 力 を す る こ と な く こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て  
他 の 図 面 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 １ 】 従 来 技 術 に お け る シ ー ル リ ン グ の 装 着 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 一 つ の 特 定 の 実 施 例 に よ る 透 析 器 の 局 所 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 部 分 拡 大 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 特 定 の 実 施 形 態 に よ る 封 止 キ ャ ッ プ の 装 着 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ シ ー ル リ ン グ 位 置 に お け る 凝 血 リ ス ク を 軽 減 す る た  
め の 透 析 器 及 び 封 止 キ ャ ッ プ を 開 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 例 に お け る 技 術 的 解 決 策 を 、 本 考 案 の 実 施 例 に お け る 図 面 と 併 せ て  
明 確 且 つ 完 全 に 説 明 す る が 、 記 載 さ れ た 実 施 例 は 、 本 考 案 の 実 施 例 の 一 部 に 過 ぎ ず 、 実 施  
例 の 全 て で は な い こ と は 明 ら か で あ る 。 本 考 案 の 実 施 例 に 基 づ け ば 、 当 業 者 が 創 意 工 夫 を  
す る こ と な く 得 ら れ る 他 の す べ て の 実 施 例 は 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 透 析 器 の 使 用 中 に 残 血 が 発 生 す る 場 合 が あ り 、 透 析 器 の 残 血 と は 、 透 析 後 に 血 液 が 戻 っ  
た 後 に 、 透 析 器 内 に 血 液 が 停 滞 し て 凝 血 す る 現 象 を 指 す 。 残 血 は 透 析 の 除 去 効 果 に 大 き く  
影 響 し 、 患 者 の 失 血 、 貧 血 、 組 織 虚 血 、 低 酸 素 症 を 引 き 起 こ し 、 透 析 患 者 の 心 血 管 合 併 症  
の 独 立 し た 危 険 因 子 で あ り 、 透 析 患 者 の 生 活 の 質 と 生 存 率 に 密 接 に 関 係 し て い る 。 透 析 器  
残 血 の 原 因 は 数 多 く あ る が 、 そ の １ つ は 透 析 器 の 構 造 設 計 に あ る 。 透 析 器 製 品 の 生 体 適 合  
性 を 向 上 さ せ る に は 、 透 析 器 残 血 を 回 避 す る こ と も 重 要 な 要 素 の １ つ で あ る た め 、 透 析 器  
残 血 に 基 づ い て 製 品 構 造 を 最 適 化 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 透 析 器 の エ ン ド キ ャ ッ プ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ と 中 空 繊 維 束 の 繊 維 穴 の 内 部 は 透 析 器 の 血 液  
室 を 形 成 し 、 中 空 繊 維 束 の 繊 維 穴 の 外 部 と シ ェ ル の 内 部 は 透 析 液 室 を 形 成 し 、 血 液 室 と 透  
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析 液 室 は 、 中 空 繊 維 束 と シ ー ラ ン ト を 介 し て お 互 い に 隔 離 さ れ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ と シ ー ラ  
ン ト の 間 に は シ ー ル リ ン グ が 圧 着 さ れ て 、 血 液 室 と 外 部 の 隔 離 を 実 現 で き る 。 エ ン ド キ ャ  
ッ プ キ ャ ビ テ ィ の 高 さ ま た は 形 状 を 最 適 化 す る こ と に よ り 、 血 液 室 部 分 の 流 体 の 流 れ を 最  
適 化 し 、 血 液 分 布 の 均 一 性 を 改 善 で き る 。 し か し な が ら 、 エ ン ド キ ャ ッ プ キ ャ ビ テ ィ の 形  
状 を 最 適 化 し て も 、 エ ン ド キ ャ ッ プ キ ャ ビ テ ィ 内 の 血 流 の デ ッ ド ゾ ー ン の 問 題 を 解 決 で き  
ず 、 し た が っ て 、 凝 血 問 題 を 改 善 す る こ と は で き な い 。 流 動 の デ ッ ド ゾ ー ン は 、 シ ー ラ ン  
ト が あ る 面 内 で 血 流 が 流 れ る 断 面 が 急 に 減 少 す る た め に 生 じ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ キ ャ ビ テ ィ  
の エ ッ ジ に 流 れ る 血 液 は 、 血 液 を 導 入 す る た め の 対 応 位 置 の フ ィ ラ メ ン ト 束 が な く 、 フ ィ  
ラ メ ン ト 束 に 出 会 う ま で さ ら に 中 央 に 流 れ る し か な い 。 本 出 願 で は 、 シ ー ル リ ン グ の 構 造  
、 エ ン ド キ ャ ッ プ の 形 状 、 シ ー ル リ ン グ と シ ー ラ ン ト 及 び エ ン ド キ ャ ッ プ の 装 着 方 法 を 改  
良 し て 、 透 析 器 の 凝 血 問 題 を 改 善 し た 。 以 下 の 実 施 例 で は 、 主 に 上 記 の 構 造 に つ い て 説 明  
す る が 、 透 析 器 の 他 の 構 造 に つ い て は 、 従 来 の 透 析 器 の 構 造 設 定 を 参 照 し 、 こ こ で は 再 度  
説 明 し な い こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ と 図 ３ を 参 照 す る と 、 図 ２ は 、 本 考 案 の 一 つ の 特 定 の 実 施 例 に よ る 透 析 器 の 局 所 構  
造 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 ２ の 部 分 拡 大 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 本 考 案 に よ っ て 提 供 さ れ る 透 析 器 は 、 シ ェ ル １ 、 中 空 繊 維 束 ２ 、 シ  
ー ラ ン ト ３ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ 及 び シ ー ル リ ン グ ５ を 含 む 。 こ こ で 、 シ ェ ル １ の 両 端 に は  
そ れ ぞ れ 流 通 口 １ １ が 設 け ら れ 、 二 つ の 流 通 口 １ １ は そ れ ぞ れ 透 析 液 の 入 口 と 出 口 に 使 用  
さ れ る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ は そ れ ぞ れ シ ェ ル １ の 両 端 に 接 続 さ れ 、 中 空 繊 維 束 ２ は シ ェ ル  
１ 内 に 配 置 さ れ る 。 シ ー ラ ン ト ３ は 、 シ ェ ル １ の 両 端 に 充 填 さ れ て 、 シ ェ ル １ と 中 空 繊 維  
束 ２ を 接 続 す る 。 シ ー ル リ ン グ ５ の 上 端 は エ ン ド キ ャ ッ プ ４ に 当 接 し 、 下 端 は シ ェ ル １ 及  
び ／ ま た は シ ー ラ ン ト ３ に 当 接 し 、 且 つ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ に 面 す る シ ー ラ ン ト ３ の 頂 面  
に は 凸 台 が あ り 、 凸 台 の 外 周 面 に は 段 差 面 ３ １ が 形 成 さ れ 、 即 ち 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ に 面  
す る シ ー ラ ン ト ３ の 外 周 面 の 上 端 の エ ッ ジ に は 外 径 を 小 さ く す る こ と に よ り 形 成 さ れ た 段  
差 面 ３ １ を 有 す る 。 中 空 繊 維 束 ２ は 段 差 面 ３ １ の 内 側 に 位 置 し 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 内 周 面  
は 段 差 面 ３ １ に 当 接 し て い る 。 段 差 面 ３ １ は 具 体 的 に 軸 方 向 に 延 び て い て も よ い 。 理 解 で  
き る こ と は 、 中 空 繊 維 束 ２ が 段 差 面 ３ １ 内 側 に 位 置 し て い る こ と は 、 中 空 繊 維 束 ２ が 段 差  
面 ３ １ を 径 方 向 に 超 え て い な い こ と を 指 す 。 封 止 工 程 で は 、 シ ェ ル １ の 両 端 に ２ つ の 封 止  
キ ャ ッ プ を 装 着 し 、 封 止 す る こ と に よ り 、 シ ー ラ ン ト ３ は 封 止 キ ャ ッ プ 内 の 中 空 形 状 に 硬  
化 し 、 封 止 キ ャ ッ プ の 構 造 設 計 に よ り 、 硬 化 し た シ ー ラ ン ト ３ の 端 部 の 外 径 が 小 さ く な り  
、 エ ン ド カ ッ ト 工 程 を 経 る こ と で 、 凸 台 を 有 す る 密 閉 し た シ ー ル 体 を 形 成 で き る 。 凸 台 の  
外 周 面 に 形 成 さ れ る 段 差 面 ３ １ は シ ー ル リ ン グ ５ の 内 周 面 と 嵌 合 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 考 案 に よ っ て 提 供 さ れ る 透 析 器 を 適 用 す る と 、 シ ー ラ ン ト ３ の 外 周 面 に 段 差 面 ３ １ を  
設 け 、 中 空 繊 維 束 ２ を 段 差 面 ３ １ 内 側 に 配 置 し 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 内 周 面 が 段 差 面 ３ １ と  
当 接 す る こ と に よ り 、 シ ー ル リ ン グ ５ と 中 空 繊 維 束 ２ が 干 渉 し て 穴 が 塞 が れ る こ と を 防 ぐ  
こ と が で き 、 シ ー ル リ ン グ ５ と 中 空 繊 維 束 ２ と の 干 渉 を 避 け る た め の 領 域 を 確 保 す る 必 要  
が な く 、 流 動 の デ ッ ド ゾ ー ン も 形 成 さ れ な い の で 、 凝 血 リ ス ク が 低 減 し 、 透 析 器 の 抗 凝 血  
性 が 向 上 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 段 差 面 ３ １ の 高 さ の 範 囲 は １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。 理 解 で き る こ と  
は 、 段 差 面 ３ １ の 高 さ と は 、 段 差 面 ３ １ の 軸 方 向 に 沿 っ た 両 端 間 の 高 さ を 意 味 す る 。 段 差  
面 ３ １ の 高 さ を 上 記 範 囲 内 に 設 定 す る こ と に よ り 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 内 周 面 の 位 置 決 め を  
確 実 に 行 う こ と が で き 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ で シ ー ル リ ン グ が 占 め る 空 間  
を 減 少 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 段 差 面 ３ １ の 下 端 は 、 シ ェ ル １ の 端 面 と 面 一 と な っ て い る 。 こ れ に  
よ り 、 シ ー ル リ ン グ ５ が シ ェ ル １ の 端 面 及 び シ ー ラ ン ト ３ の シ ー ラ ン ト 面 と 当 接 し や す く  
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な り 、 具 体 的 に は 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 下 端 の 外 側 が シ ェ ル １ と 当 接 し 、 下 端 の 内 側 が シ ー  
ラ ン ト ３ の シ ー ラ ン ト 面 と 当 接 し て 、 シ ー ル の 信 頼 性 を 向 上 す る 。 必 要 に 応 じ て 、 シ ー ル  
リ ン グ ５ の 下 端 は 、 シ ー ラ ン ト ３ の シ ー ラ ン ト 面 の み と 当 接 す る か 、 ま た は シ ェ ル １ の み  
と 当 接 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 シ ー ル リ ン グ ５ に 面 す る エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 端 面 に は 一 回 り の 突  
起 ４ １ が 設 け ら れ 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 一 端 に は 突 起 ４ １ と 嵌 合 す る 溝 を 有 す る 。 エ ン ド キ  
ャ ッ プ ４ の シ ー ル は シ ー ル リ ン グ ５ に よ っ て 実 現 さ れ る 。 従 来 の 透 析 器 で は 、 エ ン ド キ ャ  
ッ プ ４ に 止 め 輪 を 設 置 し 、 止 め 輪 と エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 側 壁 は シ ー ル リ ン グ ５ を 取 り 付 け  
る た め の 取 付 溝 を 囲 ん で 形 成 す る 。 上 記 構 造 の シ ー ル リ ン グ ５ は 脱 落 し や す く 、 シ ー ル リ  
ン グ ５ を 拘 束 し て い る リ テ ー ナ リ ン グ と 透 析 器 の シ ー ラ ン ト ３ 面 と の 間 に ス リ ッ ト が 形 成  
さ れ 、 当 該 ス リ ッ ト は 流 動 の デ ッ ド キ ャ ビ テ ィ と な っ て 凝 血 を 誘 発 す る 。 本 実 施 例 で は 、  
シ ー ル リ ン グ ５ に 溝 を 設 け る こ と に よ り 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 断 面 は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ 上  
の 一 回 り の 突 起 ４ １ と 嵌 合 す る よ う に 「 凹 」 字 の 形 状 と な っ て お り 、 即 ち 、 溝 を 突 起 ４ １  
に 嵌 め 込 む こ と に よ り 、 突 起 ４ １ は シ ー ル リ ン グ ５ の 位 置 決 め 作 用 を 果 た し 、 シ ー ル リ ン  
グ ５ の 移 動 を 回 避 で き る 。 そ し て 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 底 部 は シ ー ラ ン ト ３ で 包 ま れ て 、 シ  
ー ル リ ン グ ５ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ 及 び シ ー ラ ン ト ３ が 互 い に 噛 み 合 う こ と で 位 置 決 め が 実  
現 さ れ 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 移 動 が 回 避 さ れ て 、 ス リ ッ ト が な く な る 。 シ ー ル リ ン グ ５ の 内  
周 面 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 側 の 頂 部 、 及 び シ ー ラ ン ト ３ は 嵌 合 し て 規 則 的 な 密 閉 キ ャ ビ  
テ ィ を 形 成 し 、 そ し て 、 シ ー ラ ン ト の 段 差 面 ３ １ の 内 側 に は す べ て 膜 フ ィ ラ メ ン ト が 分 布  
し て い る た め 、 流 動 の デ ッ ド キ ャ ビ テ ィ の 形 成 を 最 大 限 に 減 少 さ せ 、 凝 血 の 発 生 を 低 減 で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 シ ー ル リ ン グ ５ に 面 す る エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 端 面 に は 収 容 溝 ４ ２  
が 設 け ら れ 、 収 容 溝 ４ ２ の 溝 底 部 に は 突 起 ４ １ が 設 け ら れ て 、 シ ー ル リ ン グ ５ は 、 収 容 溝  
４ ２ 内 に 配 置 さ れ 、 内 周 面 と 外 周 面 は そ れ ぞ れ 収 容 溝 ４ ２ の ２ つ の 側 壁 に 当 接 し て い る 。  
収 容 溝 ４ ２ の 設 置 に よ り 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 内 周 面 と 外 周 面 を 位 置 決 め し て 支 持 で き 、 装  
着 が 容 易 に な る と 同 時 に 、 シ ー ル リ ン グ ５ は エ ン ド キ ャ ッ プ ４ と シ ェ ル １ 及 び ／ ま た は シ  
ー ラ ン ト ３ の 間 で よ り 良 く 締 め 付 け る こ と が で き て 、 よ り よ い シ ー ル 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 周 面 は 、 収 容 溝 ４ ２ の 外 側 側 壁 を 形 成 す る 。  
即 ち 、 収 容 溝 ４ ２ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 周 面 ま で 延 び て 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 部 空  
間 を 最 大 限 に 活 用 す る こ と を 実 現 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ に よ っ て 形 成 さ れ る 内 部 キ ャ ビ テ ィ の 高 さ は 、 中  
央 か ら エ ッ ジ に 向 か っ て 徐 々 に 減 少 す る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ の 高 さ は 高  
す ぎ て も 低 す ぎ て も よ く な い 。 高 す ぎ る と 、 体 外 循 環 の 血 液 量 が 増 加 し 、 低 す ぎ る と 、 中  
間 位 置 で の 繊 維 流 量 が 高 く な り す ぎ て 、 有 害 物 質 の 除 去 に 役 立 た な い 。 し た が っ て 、 エ ン  
ド キ ャ ッ プ ４ が 設 け ら れ る 内 部 キ ャ ビ テ ィ の 高 さ は 、 中 央 か ら 端 に 向 か っ て 徐 々 に 低 く な  
り 、 な だ ら か に 低 く な る よ う に 設 定 す る こ と で 、 体 外 循 環 の 血 液 量 と 中 間 位 置 に お け る 繊  
維 流 量 の 両 方 の バ ラ ン ス が 取 れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 体 外 循 環 の 血 液 量 が 増 え す ぎ な い よ う に 、 ま た 、 中 央 部 の 繊 維 の 流  
速 が 高 く な り す ぎ な い よ う に 、 内 部 キ ャ ビ テ ィ の 中 央 の 高 さ の 範 囲 は ４ ～ ８ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 つ の 実 施 例 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ は シ ェ ル １ に ね じ 接 続 さ れ て い る 。 ね じ 接 続 は 装  
着 が 簡 単 で 、 接 続 の 信 頼 性 が 高 く 、 効 果 的 な シ ー ル を 実 現 で き る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ 及 び  
シ ェ ル １ の 材 質 は い ず れ も Ｐ Ｃ （ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ） と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 考 案 は さ ら に 、 上 記 透 析 器 の 封 止 と 充 填 に 使 用 さ れ る 封 止 キ ャ ッ プ を 提 供 し 、 一 つ の  
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実 施 形 態 で は 、 図 ４ を 参 照 す る と 、 当 該 透 析 器 の 封 止 キ ャ ッ プ ７ は 、 上 記 い ず れ か 実 施 例  
の 透 析 器 の シ ェ ル １ に 接 続 さ れ て シ ー ラ ン ト ３ を 封 止 す る た め に 使 用 さ れ 、 封 止 キ ャ ッ プ  
７ は シ ェ ル １ の 端 面 よ り 上 に 位 置 す る 凸 台 を 有 し 、 こ れ に 対 応 し て 封 止 段 差 面 ７ ３ が 形 成  
さ れ 、 即 ち 、 封 止 キ ャ ッ プ ７ の 頂 部 ７ １ の 内 径 は 封 止 キ ャ ッ プ ７ の 底 部 ７ ２ 内 径 よ り 小 さ  
く 、 封 止 段 差 面 ７ ３ が 形 成 さ れ 、 封 止 段 差 面 ７ ３ は シ ェ ル １ の 端 面 に 当 接 し 、 中 空 繊 維 束  
２ の 端 部 は 封 止 キ ャ ッ プ の 頂 部 ７ １ に 位 置 制 限 さ れ て 、 こ こ で 、 封 止 キ ャ ッ プ ７ の 頂 部 ７  
１ は シ ェ ル １ の 端 面 よ り 上 に 位 置 し 、 封 止 キ ャ ッ プ ７ の 底 部 ７ ２ は シ ェ ル １ の 端 面 よ り 下  
に 位 置 す る 。 そ う す る と 、 当 該 封 止 キ ャ ッ プ ７ に よ っ て 形 成 さ れ る シ ー ラ ン ト ３ は 凸 台 を  
備 え 、 且 つ 凸 台 の 外 周 面 に は 段 差 面 ３ １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 封 止 時 に は 、 当 該 封 止 キ ャ ッ プ ７ の 形 状 を 設 定 す る こ と に よ り 、 当 該 封 止 キ ャ ッ プ ７ は  
封 止 完 了 時 に シ ェ ル １ の 端 面 よ り 上 に 位 置 す る 凸 台 を 形 成 し 、 中 空 繊 維 束 ２ を 凸 台 の 中 に  
設 置 し 、 エ ン ド カ ッ ト 工 程 で シ ェ ル １ の 端 面 か ら １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ の 位 置 で ナ イ フ を 切 り 込  
み 、 段 差 構 造 を 切 り 出 す 。 こ の よ う に す る と 、 繊 維 の 孔 が 全 て 凸 台 の 凸 台 面 に あ る こ と を  
保 証 で き る 。 ま た 、 シ ー ラ ン ト ３ は シ ェ ル １ の 端 面 よ り 上 に 凸 台 を 形 成 し て い る の で 、 凸  
台 の 外 周 面 に は 上 記 透 析 器 の 実 施 例 に お け る 段 差 面 ３ １ が 形 成 さ れ 、 当 該 段 差 面 ３ １ は シ  
ー ル リ ン グ ５ の 内 周 面 と 嵌 合 し て 接 触 面 積 を 増 加 さ せ 、 シ ー ル リ ン グ ５ と 繊 維 の 穴 と の 干  
渉 を 根 本 的 に 回 避 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 考 案 に よ っ て 提 供 さ れ る 透 析 器 の 封 止 キ ャ ッ プ を 使 用 す る と 、 封 止 及 び エ ン ド カ ッ ト  
後 に 形 成 さ れ る シ ー ラ ン ト ３ は 段 差 面 ３ １ を 有 し 、 且 つ 中 空 繊 維 束 ２ は 段 差 面 ３ １ 内 に 位  
置 し 、 シ ー ル リ ン グ ５ の 装 着 後 、 そ の 内 周 面 は 段 差 面 ３ １ と 当 接 し 、 こ れ に よ り 、 シ ー ル  
リ ン グ ５ と 中 空 繊 維 束 ２ 干 渉 し て 穴 が 塞 が れ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る た め 、 シ ー ル リ ン  
グ ５ と 中 空 繊 維 束 ２ と の 干 渉 を 避 け る た め の 領 域 を 確 保 す る 必 要 が な く 、 流 動 の デ ッ ド ゾ  
ー ン も 形 成 さ れ な い の で 、 凝 血 リ ス ク も 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 明 細 書 に お け る 各 実 施 例 は 、 順 を 追 っ て 説 明 さ れ て お り 、 各 実 施 例 は 、 他 の 実 施 例 と  
の 相 違 点 に 着 目 し て お り 、 各 実 施 例 の 同 一 部 分 及 び 類 似 部 分 は 、 相 互 に 確 認 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 形 態 の 前 述 の 説 明 に よ り 、 当 業 者 は 本 考 案 を 実 施 ま た は 使 用 す る こ と が  
で き る 。 こ れ ら の 実 施 例 に 対 す る 様 々 な 修 正 は 当 業 者 に は 明 ら か で あ り 、 本 明 細 書 で 定 義  
さ れ た 一 般 原 理 は 、 本 考 案 の 精 神 ま た は 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 他 の 実 施 例 で 実 施 さ れ  
得 る 。 従 っ て 、 本 考 案 は 、 本 明 細 書 に 示 し た こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、  
こ こ に 開 示 さ れ る 原 理 及 び 新 規 な 特 徴 と 一 致 す る 最 も 広 い 範 囲 が 与 え ら れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 シ ェ ル １ 、 中 空 繊 維 束 ２ 、 シ ー ラ ン ト ３ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ 、 シ ー ル リ ン グ ５ 、 ダ ス ト  
キ ャ ッ プ ６ 、 封 止 キ ャ ッ プ ７ 、 流 通 口 １ １ 、 段 差 面 ３ １ 、 突 起 ４ １ 、 収 容 溝 ４ ２ 、 封 止 キ  
ャ ッ プ の 頂 部 ７ １ 、 封 止 キ ャ ッ プ の 底 部 ７ ２ 、 封 止 段 差 面 ７ ３ 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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